
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

 

子どもの熱中症とは・・・ 

 

発行日：令和 ４年 ７月 １日 

廿日市くじら保育園 

  

 

 

 

 

ニチ日 

作成者：福田 奈津子 

ほけんだより ７月号 

 

月号 

 プール遊びが始まりました！子どもたちが大好きな夏を思い切り楽しむためにも、暑さ対策を十分行い、熱中症予防に

気を付けていきたいと思っています。夜は早めの睡眠を心掛け、1日の疲れをしっかり取るようにしましょう♪ 

先月の子ども達 

の様子 

 
発熱・咳・鼻水 

の発症がありました 

気温や注意報をよく見る 
 
28℃以上では、熱中症の危険性

が高いため、激しい運動は避け、
頻繁に休息をとりましょう。 

水分補給は前もって 
 
出かける前、遊ぶ前に水分を取らせ、

その後もこまめに少しずつ飲ませま
しょう。 暑さに体を慣らそう 

 
暑いからと言って外に出ないと、
体が暑さに慣れず、かえって熱中
症のリスクが上がります。適度に

外遊びをし、体を暑さに慣らして
おきましょう 

無理をしない 
 
元気でも、顔が真っ赤で、汗をたく
さんかいている時は、すぐに涼しい
場所で休憩するよう促しましょう。 

★子どもは体温調節機能が未発達で、特に汗をかく機能が未熟です。大人と

比べると、暑さを感じてから汗をかくまでに時間がかかり、熱がこもりや

すく体温が上昇しやすくなります。 

 

★全身に占める水分の割合が大人より高いため、外気温の影響を受けやすく

なっています。気温が体表温度より高くなると、反対に周りの熱を吸収し

深部体温は大人よりも大きく上昇します。 

 

★身長が低いため、地面からの照り返しの影響を強く受けます。たとえば、

大人の顔の高さで32℃の時、子どもの顔の高さでは35℃程度の感覚です。 

 

★子どもは遊びに夢中になり、体に異変が起きていても気づきません。 

・・ 
マスクは必ず 
外しましょう！ 

 

園医より… 

「歯科検診の結果、虫歯の子が少なく、とても良く

歯のお手入れをされています。」 

「フッ素入の歯磨き剤を使用し、より効果的に虫歯

予防をしましょう！」 

 
適切なフッ素濃度の 

子ども用を使いましょう。 

研磨剤・発泡剤不使用 

がおすすめです。 

 
プール遊びはできますが、肌と肌が 

触れ合うとうつることがあるので、 

水いぼがあるときは職員にお伝え 

ください 


